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善人はたまたまそういうふうに生

滄浪小学校滄浪小学校滄浪小学校滄浪小学校へへへへ
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まれついただけでのことであって、校内スケッチ大会

Ｎ

格別いばったり、鼻を高くすることが連休明けに実施さ
本年度第一

／

はないのです。それなのに、それをれました。
回「滄浪小・

号

あたかも自分の偉さのように思い上二年生は、鉄棒遊
寄田小薩摩川

月

がって、他の人を見下し、軽蔑しまびや野菜を植えた時
内元気塾」が

５

す。「わがさまざまの善根をたのむ」の様子を画きました。
来月開催され

業縁業縁業縁業縁のののの悲悲悲悲しみしみしみしみ
のです。しかし、そういう善人の姿四年生以上は、近くの船溜まます。

校長
もまた、人間の悲しさというものでりに出かけ、そこに繋留されて今年最初の

竹下哲先生著の「暮らしのうた」しょうか。
いる船や船溜まりの様子を画い講師は、テレ

より引用し、紹介させて頂きます。

ていました。作品は校内に展示ビ・ラジオ等で活躍中の鹿児島県

長崎県の教育長や教育センター所してあります。ご鑑賞ください。出身の落語家、桂竹丸桂竹丸桂竹丸桂竹丸師匠です。

人間は、悪をやめて善を行うとい長等の要職を歴任された教育者の竹

詳しい日程等は左記の通りで

う決意や、人を憎まないで愛してい下哲先生は敬虔な仏教徒でもあられ

す。楽しい時間に出会えると思い

こうとする心構えなどによって生きました。先生の仏教への該博な知識交通安全教室開催
交通安全教室開催
交通安全教室開催
交通安全教室開催
ますので、隣近所お誘いのうえ、

ているのではなく、そのものの「のと深い思索に基づいた文章にどれだ

多くの方のご来校、ご参観をお待

っぴきならぬ存在性」によって、言け心を癒され、励まされてきたこと薩摩川内警察署本
ちしております。

い換えれば、それぞれの「業縁の悲か。人間が持つ業縁の悲しみを体験署のご協力を得て、

しみ」において生きているのです。的に理解するまではいかなくとも自本校の交通安全教室
・日時６６６６月日月日月日月日((((月月月月））））１３１３１３１３

決意や心構えのとおりに事が運ぶ分なりの悲しみとして受け止められを開催しました。

９９９９時時時時～～～～時時時時１０１０１０１０

のだったら、この世の中は簡単です。るようになりたいものです。
本年度は新一年生

でも現実は、心ならずも悪を犯し、

がいなかったことも
・場所滄浪小体育館滄浪小体育館滄浪小体育館滄浪小体育館

どんなに愛しようと努力してみても、

あり、全学年で、道

どうしても憎んでしまうということ修学旅行修学旅行修学旅行修学旅行
路の正しい歩行横断の仕方と自・講師桂竹丸師匠桂竹丸師匠桂竹丸師匠桂竹丸師匠

が多いのではないでしょうか。そこ

転車の点検、自転車での安全な
(落語家）

に私は、業縁の悲しみというものを六名の六年生は、峰山
交差点の横断の仕方に取り組み

感じるのです。
小、寄田小との三校合同
ました。

校～「二十年前の魚釣りで魚がかわで、一泊二日の修学旅行
交差点での横断の仕方では、六月行事等予定行事等予定行事等予定行事等予定

学いそうになり、魚釣りなどの殺生なを体験しました。
左右の確認が大事であることを

小ことは絶対にしないと誓い、他人に川内駅から熊本駅の往
改めて教わり、確認できました。

浪も公言して半ば得意になっているの復は、新幹線を利用するという羨ま自転車の点検は「ブタはシャ

滄に相変わらず魚はおいしそうに食べしさ。一日目は、グリーンランドでベル」で確認するようにとお話

立てきた事実」詳述省略～
思いきり楽しみ、二日目は熊本市内がありました。

市そうです。私はみずからの手は汚をグループ毎に自主研修。多少の雨実際に自転車に乗って行った

内さないで涼しい顔をしておられる、も気にならないぐらい楽しい時間を交差点の横断訓練では、自転車

川という業縁のもとに生きているに過過ごし、たくさんの思い出ができたの操作に気を取られ、確認がお

摩ぎないのです。文字通り、「我が心ことでしょう。
ろそかになりがちな子どももい

薩のよくて、殺さぬにはあらず」です。

ました。

そして、それこそ「何食わぬ顔」を宿泊学習宿泊学習宿泊学習宿泊学習
今年一年間、子どもたちの交

して魚を食べているのです。反対に

通事故の発生が皆無を願います。

「うみかわに、あみをひき､釣りをし五年生一名は、水引小、

て、世をわたるもの」は好むと好ま水引中の宿泊学習に寄田

ざるとにかかわりなく、殺生をせざ小との五年生と一緒に参
虫歯予防ポスター展

度るを得ないのです。そうしなければ加して、一泊二日の集団
入賞

年生きていけないのです。妻子を養え宿泊学習を体験しまし

３ないのです。そういう業縁の悲しみた。次年度の統合を見据
銀賞銀賞銀賞銀賞

２に生きているのです。もし前者を「善えての対応の一つです。

成人」とし、後者を「悪人」とするな天気や少年自然の家の自然、施設で
六年＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

平らば、悪人にこそ、生きていく上での恵まれた環境の中で、楽しい活動

のやるせなさと、人しれない涙があができたようです。
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３日小学校綱引き大会
ＰＴＡ総務委員会

６日プール清掃
７日サンドアート

８日社会科見学(四年）
日プール開き
１０日市スクールガード養

１１成講習会
日薩摩川内元気塾
薩摩川内元気塾
薩摩川内元気塾
薩摩川内元気塾
１３日授業参観学校保健委

１６員会日第１回市Ｐ連理事会
１７日ハマボウを見に行こう

２１日三校集合学習
２４ＰＴＡ水引小中視察

高江地区青少年健全
育成会総会

日高齢者宅訪問
２９


